
- 95 - 

─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回（定例）国 富 町 議 会 会 議 録（第３日） 

                             令和６年９月12日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

                        令和６年９月12日  午前９時30分開議 

 日程第１ 承認第４号 専決処分〔令和６年度国富町一般会計補正予算（第３号）〕について 

 日程第２ 認定第１号 令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第３ 認定第２号 令和５年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第４ 認定第３号 令和５年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第５ 認定第４号 令和５年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第６ 認定第５号 令和５年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第７ 認定第６号 令和５年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び令和５年度国富町水

道事業会計決算の認定について 

 日程第８ 認定第７号 令和５年度国富町下水道事業会計決算の認定について 

 日程第９ 議案第35号 令和６年度国富町一般会計補正予算（第４号）について 

 日程第10 議案第36号 令和６年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

 日程第11 議案第37号 令和６年度国富町下水道事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第12 議案第38号 国富町犯罪被害者等支援条例の制定について 

 日程第13 議案第39号 国富町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第14 議案第40号 国富町営住宅及び国富町定住促進住宅の指定管理者の指定について 

 日程第15 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 

 日程第16 議員派遣の件について 

 日程第17 総務厚生常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

 日程第18 文教産業常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

 日程第19 議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 承認第４号 専決処分〔令和６年度国富町一般会計補正予算（第３号）〕について 
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 日程第２ 認定第１号 令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第３ 認定第２号 令和５年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第４ 認定第３号 令和５年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第５ 認定第４号 令和５年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第６ 認定第５号 令和５年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第７ 認定第６号 令和５年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び令和５年度国富町水

道事業会計決算の認定について 

 日程第８ 認定第７号 令和５年度国富町下水道事業会計決算の認定について 

 日程第９ 議案第35号 令和６年度国富町一般会計補正予算（第４号）について 

 日程第10 議案第36号 令和６年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

 日程第11 議案第37号 令和６年度国富町下水道事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第12 議案第38号 国富町犯罪被害者等支援条例の制定について 

 日程第13 議案第39号 国富町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第14 議案第40号 国富町営住宅及び国富町定住促進住宅の指定管理者の指定について 

 日程第15 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 

 日程第16 議員派遣の件について 

 日程第17 総務厚生常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

 日程第18 文教産業常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

 日程第19 議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 中村 繁樹君       ２番 谷口  勝君 

３番 三根 正則君       ４番 日髙 英敏君 

５番 緒方 良美君       ６番 山内 千秋君 

７番 武田 幹夫君       ８番 近藤 智子君 

９番 横山 逸男君       10番 河野 憲次君 

11番 飯干 富生君       12番 穂寄 満弘君 

13番 渡邉 靜男君                 

────────────────────────────── 
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欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 横山 寿彦君     主幹兼議事調査係長  夏目 卓治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 中別府尚文君   副町長 ………………… 横山 秀樹君 

教育長 ………………… 荒木 幸一君   総務課長 ……………… 坂本  透君 

企画政策課長 ………… 山下  玲君   財政課長 ……………… 境田 伸一君 

税務課長 ……………… 津留 慎義君   町民生活課長 ………… 菊池 潤一君 

福祉課長 ……………… 矢野 一弘君   保健介護課長 ………… 横山 香代君 

農林振興課長 ………… 春元賢一郎君   農地整備課長 ………… 横山 寿彦君 

都市建設課長 ………… 木下 輝彦君   上下水道課長 ………… 佐藤 利明君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 日髙 佑二君 

教育総務課長 ………… 三好 秀敏君   社会教育課長 ………… 桑畑 武美君 

学校給食共同調理場所長 …………………………………………………… 尾上  光君 

監査委員 ……………… 山口  孝君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（渡邉 靜男君）  皆様、おはようございます。開会に先立ちまして一言ご挨拶を申し上

げます。 

 １２月２日をもちまして、ご勇退されます中別府町長におかれましては、最後の定例会となり

ました。２期８年間、国富町のトップリーダーとして大変な激務の中、一日たりとも気の抜けな

い日々を送られてきました。 

 誠実で堅実な安定感のある町政運営を献身的に担っていただきました。そのご労苦に対しまし

て心よりご慰労と敬意を表します。 

 第１７代の国富町長としてご就任以来、未来に希望のもてるまちづくりの基本理念に基づきま

して、人口減少対策としての子育て支援の充実、小中学生までの医療費の無料化、移住・定住化

支援の推進や国富スマートインターチェンジの開設、農業・商工業の振興対策、度重なる台風等

の防災・減災対策、そして国難ともいえる新型コロナウイルス対策など、各種施策にスピード感
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を持って対処いただきました。 

 厳しい財政状況の中、メリハリの効いた効果的な政策の具現化は、多くの町民の皆様から、そ

の行政手腕について高く評価されているところでございます。 

 また、現在、進行中の半導体を製造するラピスセミコンダクタ株式会社の誘致及び高岡警察署

の本町への移転につきましては、中別府町長の日頃からの地道で熱心な誘致活動によりまして、

県との信頼関係が深まり、力強いパイプを構築されてきたことが最大の要因であります。文字ど

おり未来に希望の持てるまちづくりの理念に寄与できる大きな功績でございます。 

 入町以来、５４年間に及ぶ長期間にわたり、行政マンとして奉職され、終盤の約１６年間は副

町長・町長の要職に就かれ、立派な任務を果たしてこられました。惜しまれる中でのご勇退でご

ざいます。あえて潔いご英断だと言わせていただきます。本当にご苦労さまでございました。あ

りがとうございました。心よりお礼と感謝を申し上げます。 

 それでは、令和６年第３回定例会も本日が最終日となります。多くの議題がありますので、円

滑な議事進行につきまして、議員並びに執行部の皆様のご協力をお願いいたします。 

 ただいまの出席議員数は１３名です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開

きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．承認第４号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１、承認第４号「専決処分〔令和６年度国富町一般会計補正予

算（第３号）〕について」を議題とします。 

 これから質疑を許します。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、承認第４号「専決処分〔令和６年度国富町一般会計補正予算（第３号）〕につい

て」の採決を行います。本案は、これを承認することに賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、承認第４号「専決処分〔令和

６年度国富町一般会計補正予算（第３号）〕について」は、これを承認することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．認定第１号 

日程第３．認定第２号 
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日程第４．認定第３号 

日程第５．認定第４号 

日程第６．認定第５号 

日程第７．認定第６号 

日程第８．認定第７号 

○議長（渡邉 靜男君）  認定第２、認定第１号「令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算の認

定について」、認定第３、認定第２号「令和５年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」、認定第４、認定第３号「令和５年度国富町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」、認定第５、認定第４号「令和５年度国富町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算の認定について」、認定第６、認定第５号「令和５年度国富町介護保険特別会計

歳入歳出決算の認定について」、認定第７、認定第６号「令和５年度国富町水道事業会計剰余金

の処分及び令和５年度国富町水道事業会計決算の認定について」、認定第８、認定第７号「令和

５年度国富町下水道事業会計決算の認定について」の７件を一括して議題とします。 

 これから、各常任委員会の審査報告を求めます。 

 初めに、総務厚生常任委員会の審査報告を求めます。総務厚生常任委員会委員長、近藤智子君。 

○総務厚生常任委員長（近藤 智子君）  おはようございます。 

 それでは、総務厚生常任委員会についてご報告いたします。 

 ただいま議題となりました認定第１号「令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算」のうち、総

務厚生常任委員会の所管する部門並びに認定第３号「令和５年度国富町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算」、認定第４号「令和５年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算」、認

定第５号「令和５年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算」の４件について、審査をいたしま

した。 

 審査に当たりましては、所管部門における執行部からの説明を受け、現地調査を含め、慎重に

審査を行いました。 

 採決の結果、いずれも賛成全員で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 以下、調査の概要について簡潔に報告いたします。 

 初めに、総務課について報告します。 

 まず、繰越明許費分の消防詰所移転に係る収支内訳についてただしたところ、歳入は県道宮崎

須木線道路改良工事に伴う建物などの移転補償費８７２万７,０６６円で、内訳は建物５８４万

４,１１６円、工作物６１万９６４円、動産１６万３,４６０円、移転雑費２１０万８,５２６円

とのことでした。また歳出は、新築解体工事費他で１,９５２万７,１００円とのことでした。 

 次に、災害備蓄品についてただしたところ、町では、宮崎県備蓄基本計画に基づき、発災初期
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の生命維持や生活に最低限必要な「食料、毛布、紙おむつ、携帯・簡易トイレ」等を備蓄してお

り、令和５年度は、液体缶ミルク、乳幼・小児用紙おむつ、大人用おむつ、生理用品を購入した

とのことでした。 

 次に、特定小電力トランシーバー購入費７３万１,５００円についてただしたところ、消防団

幹部用７台、消防団２０部に各２台、総務課危機管理係用３台の合計５０台を購入し、消防団活

動時の情報伝達の強化につなげたいとのことでした。 

 次に、企画政策課について報告します。 

 まず、ふるさと納税寄附金の増収理由についてただしたところ、令和５年度の寄附金額６億

４,６２６万６,０００円は、前年度比１９８.０％の伸びで、３億１,９９４万７,６７８円の増

収となり、過去最高の寄附金額であった。 

 主な要因としては、令和５年度から「くにとみＰＲ係」が新設され、ふるさと納税に係る市場

の動向等に時間をかけて調査できる体制が整ったため、需要の高い返礼品の開発や魅力的なポー

タルサイトの強化が図れたことが大きいとのことでした。 

 次に、地域活性化起業人負担金５６０万円の内容についてただしたところ、３大都市圏に所在

する民間企業が、地方公共団体の要望に応じて所属社員を一定期間派遣し、地域活性化を図る制

度で、本町においては自治体ＤＸの推進で実績がある合同会社ＤＭＭ.ｃｏｍから社員１名の派

遣を受けた負担金である。 

 具体的には、各課業務の現状分析や課題の輸出、ＤＸ化への提案のほか、国のデジタル田園都

市国家交付金を活用した事業の計画策定や交付金申請などを支援しており、負担金については全

額特別交付税で措置されるとのことでした。 

 次に、財政課について報告します。 

 まず、町債の状況についてただしたところ、大規模事業の終了や事業量の減により元金償還額

を下回る町債発行額となり、現在高は約６億１,７００万円圧縮されているとのことでした。今

後も町債の抑制に努め、健全な財政運営が図られるよう要望しました。 

 次に、庁舎敷地調査の内容についてただしたところ、旧中央体育館跡地を利用するため、崖地

の測量を行い、建築制限範囲を確認したもので、建築物の配置等の制限はかからないとのことで

した。 

 次に、定住促進住宅の入居状況についてただしたところ、入居率は４２.５％と半数を下回っ

ているとのことでした。今後の入居者数の増加につながる環境整備等への積極的な取組を要望し

ました。 

 次に、町営住宅の政策的空き家としている団地については、入居戸数が減少していることから、

集約化による団地の再編を視野に、維持管理の合理的に向けた検討を進めていくよう要望しまし
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た。 

 次に、税務課について報告します。 

 まず、税の納付方法が多様化する中、キャッシュレス決済による納付の状況や課題をただした

ところ、地方税共同機構と全国自治体で構築した共通納税システムの拡充により、令和５年度か

らは軽自動車税と固定資産税において、スマートフォンの決済アプリのほか、クレジットカード

決済、インターネットバンキング納付など、多様なキャッシュレス決済による納付が可能となっ

た。 

 一方、キャッシュレス決済の課題としては、納付の際に領収証書が発行されない点があるが、

車検で必要となる納税証明書については、納付データを軽自動車協会と連携する仕組みが稼働し

ているとのことでした。ただし、納付直後はデータ連携にタイムラグが発生するため、従来の納

税証明書が必要となるということで、改善の方策を検討するよう要望しました。 

 次に、税の徴収率が上昇した要因についてただしたところ、１点目に、宮崎県税・総務事務所

との共同による取組として、県と連名で行う共同催告書の文面を強い文言に見直し、さらに、コ

ロナ禍で実施できなかった戸別訪問を県職員と行った。２点目に、過年度分滞納者に対する折衝

方法の見直しとして、年間課税額から計算した額を一月の最低分納額とする対応を行ったことが

主な要因であるとのことでした。 

 この滞納処分については、実情を十分聞き取るなどの納税者に寄り添った対応をした上で、納

税の平等性や公平性を保つ意味でも、引き続き厳正に対処するよう要望しました。 

 次に、保健介護課について報告します。 

 まず、一般会計では、出産・子育て応援給付金についてただしたところ、出産応援給付金は、

妊娠届出時に申請を受け付け、翌月末までに５万円を振り込み、給付実績は１０１件の５０５万

円であった。 

 また、子育て応援給付金は、生後２か月までの乳児家庭全戸訪問時に申請書を受理し、翌月末

までに新生児１人当たり現金５万円を振り込み、給付実績は８７件の４３５万円とのことでした。 

 次に、国民健康保険事業特別会計では、国保事務処理標準システム保守委託料についてただし

たところ、保険者事務を全国統一したシステムを令和５年度より本格的に稼働した。これに伴う

保守委託料は６６５万８,０８０円で、システムを導入したことにより、サービスの均一化や制

度改正によるシステム改修経費の削減等につながっているとのことでした。 

 次に、後期高齢者医療特別会計では、一般会計繰入金の内容についてただしたところ、保険料

徴収事務等に係る経費を繰り入れる事務費繰入金と、低所得者に対する保険料軽減相当額を繰り

入れる保険基盤安定繰入金がある。被保険者数の増加に伴い、軽減対象者数も増加しているため、

保険基盤安定繰入金額は増加しているとのことでした。 
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 次に、介護保険特別会計では、施設介護サービス給付費の実績についてただしたところ、介護

老人福祉施設・介護老人保健施設・介護医療院・介護療養型医療院の４施設を利用する本町被保

険者の給付費である。給付実績は５億３,８３０万３,４５２円で、対前年度比、１,５７０万

４,８６５円増加した。増加理由については、新型コロナウイルス感染症の５類移行で介護サー

ビス利用が増えたことが主な要因とのとこでした。 

 次に、福祉課について報告します。 

 まず、住民税非課税世帯等への物価高騰生活支援給付金の給付についてただしたところ、７月

に３万円、１２月に７万円を給付したが、いずれも速やかに給付事務に着手したことにより、対

象者への給付に遅れや誤りもなく給付事務を完了することができたとのことでした。 

 次に、総合発達支援センター運営費負担金の増加についてただしたところ、発達支援が必要な

就学前児童に対する医学的な評価や診断のほか、子育て・療育に係る相談など、施設利用者の増

加に対応するための経費が増えたことが要因とのことでした。 

 次に、町民生活課について報告します。 

 まず、戸籍総合システム等リース料と戸籍総合システムソフトウェア使用料についてただした

ところ、リース料はパソコンやプリンター等の機器リース料で、使用料は、戸籍総合システムに

搭載されている戸籍ソフトの使用料である。システムリースの期間は、令和５年３月１日から令

和１０年２月２８日までの５年間とのことでした。 

 次に、指定生ごみ袋価格軽減対策負担金についてただしたところ、原材料の高騰により、１枚

当たりの単価が３.５２円値上げになった。 

 今までの販売単価２４円を据え置くため、令和５年度、負担金は３８万７,２００円増の

８６万６４０円になったとのことでした。 

 最後に、会計課について報告します。 

 口座振替等の支払データ送信の光回線化による利便性についてただしたところ、ＩＳＤＮ電話

回線のサービス提供終了に伴う光回線化によるもので、令和５年７月から切り替えており、通信

速度が速くなり、操作性がよくなったとのことでした。 

 以上、審査の概要を申し上げました。 

 最後に、今回の委員会決算審査において、ご協力いただいた関係職員の皆様にお礼申し上げま

す。 

 令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行となり、地域のイベントや行事などが

活発に開催され賑わいが戻ってきました。その一方で、ロシアのウクライナ侵攻や円安による物

価高騰の影響が続き、大きく町民の暮らしや経済活動を厳しくした１年でありました。 

 その中において、町民の生活を守るための数々の対策を最小の経費で最大の効果が上がるよう
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に、実行されました職員の皆様のご苦労に、お礼と感謝を申し上げます。 

 依然として財政が厳しいことに変わりはありませんが、町民福祉向上のために、職員の皆様が、

なお一層の力を発揮されることをお願い申し上げまして、総務厚生常任委員会の審査報告といた

します。 

 すみません、間違いを訂正させていただきます。 

 １ページの一番下です。以下「審査」の対応についてを「調査」といいました。失礼いたしま

した。 

 次に、３ページの下から２段目、課題の「抽出」、ここも間違いました。 

 次に、５ページの一番上です。維持管理の「合理化」を「合理的」にと言ってしまいました。

訂正いたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  次に、文教産業常任委員長会の審査報告を求めます。文教産業常任委

員会委員長、中村繁樹君。 

○文教産業常任委員長（中村 繁樹君）  それでは、文教産業常任委員会についてご報告いたし

ます。 

 ただいま議題となりました、認定第１号「令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算」のうち、

文教産業常任委員会の所管する部門並びに認定第２号「令和５年度国富町綾川雑用水管理事業特

別会計歳入歳出決算」、認定第６号「令和５年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び令和５年

度国富町水道事業会計決算」、認定第７号「令和５年度国富町下水道事業会計決算」の４件につ

いて、審査をいたしました。 

 審査に当たりましては、極めて厳しい社会情勢の現状を踏まえた上で、財政投資の効果はどう

であったか、また限られた経費の中で最大の効果を上げる努力がなされているかなどに観点を置

き、事業継続の必要性、問題点に留意しながら、現地調査を含めた詳細な説明を求め、慎重に審

査を行いました。 

 採決の結果、いずれも賛成全員で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 以下、調査の経過と結果について報告いたします。 

 初めに、農林振興課について報告します。 

 まず、農業用ハウス強靭化緊急対策事業費補助金の内容についてただしたところ、自然災害に

よる被害軽減を図るため、非常用発電機の導入、ハウス内の換気扇設置や補強に係る経費の２分

の１を助成するもので、２４戸に５２７万４,０００円を交付した。 

 なお、非常用発電機は、台風や地震発生時の停電の際に、ハウス内の機械の動力電源として活

用するとのことでした。 

 次に、町有林皆伐事業の内容についてただしたところ、伐採適齢期に入った町有林について計



- 104 - 

画的に皆伐・植林を実施しており、令和５年度は３haの皆伐を実施した。経費については、伐

採・造材のほか、搬出・集積・運搬などに費用がかかり、伐採した材の収入と差引きすると純利

益として２９８万７,０００円ほど残るが、この金額を原資に再造林や獣害防護柵の費用を支出

していくとのことでした。 

 次に、農地整備課について報告します。 

 まず、地籍調査事業の進捗及び事業費の負担割合についてただしたところ、本町では、昭和

６１年度に開始し、３８年が経過している。令和５年度は、要調査面積８６.９５km２に対して

６５km２が実施済となり、進捗率は７４.８％で、事業完了には、今後１４年程かかる見込みで

ある。また事業費の負担割合は、国５０％、県２５％、町２５％とのことでした。 

 次に、綾川雑用水管理事業特別会計について、事務局が保有している量水器６４器の利用状況

をただしたところ、設置数は、令和４年度末で５９器あったが、令和５年度中に小規模畜産農家

の廃業で４器減の５５器となっている。 

 内訳は、宮崎市１器、西都市２４器、綾町５器、国富町２５器で、残り９器については予備と

して保管しているとのことでした。 

 次に、都市建設課について報告します。 

 まず、幹線町道除草委託料についてただしたところ、９７路線の除草を町内造園業者６社とシ

ルバー人材センターに７月と１１月の年２回委託しており、通学路を早めに刈ってほしいなどの

地元要望がある場合には、柔軟に対応しているとのことでした。 

 また、この委託料で対応できない箇所においては、町道整備維持管理委託料により、適宜対応

しているとのことでした。 

 次に、橋梁点検委託料についてただしたところ、平成２６年度から５年に１度の近接目視によ

る点検が義務付けられ、町道の橋梁１７２橋の点検を行い、その結果に応じた修繕計画を策定し

ているとのことでした。 

 また、令和元年度から２巡目の点検を行っており、令和５年度は、宮崎県建設技術推進機構に

３２橋の点検を１,０９２万５４１円で委託したとのことでした。 

 次に、上下水道課について報告します。 

 まず、水道事業会計決算について、水源井孔内洗浄業務委託料についてただしたところ、平成

２１年に建設された福山第２水源の揚水量が、井戸の目詰まりにより減少していたため洗浄を行

ったものである。その内容は、ブラッシング、スワビング、ジェッティング、エアリフトによる

洗浄を行い、洗浄後の水位１ｍ当たりの揚水量は、洗浄前の２５０ｍ３から４５０ｍ３に増加し、

洗浄の効果が得られたとのことでした。 

 次に、下水道事業会計決算について、浄化センター等維持管理業務委託料についてただしたと



- 105 - 

ころ、浄化センターでの運転管理、樹木管理、水質管理、薬品及び消耗品の調達業務、前処理施

設での運転管理、受入槽の清掃、活性炭の入替業務、マンホールポンプ場での維持管理を含めた

業務を包括的に委託し、ライフサイクルコストの削減と、技術力の確保に努めているとのことで

した。 

 次に、教育総務課について報告します。 

 体育館照明設備リース事業についてただしたところ、学校体育館の照明に使用されている水銀

灯は、既に製造、輸入が禁止されており、設備の確保が難しくなっているため、学校等に先行し

てＬＥＤ照明を導入し、１０年間のリースとすることで財政の平準化を図った。今後は、蛍光灯

の製造も終了が予定されていることから、校舎の照明改修についても計画的に検討していきたい

とのことでした。 

 次に、社会教育課について報告します。 

 まず、「自治公民館建設補助金」についてただしたところ、令和５年度決算額は２８５万円で、

尾園公民館の屋根改修、八代馬場公民館の屋根・外壁改修、平原公民館の屋根・トイレ改修の

３件について、それぞれ上限額の９５万円を補助したとのことでした。 

 次に、運動公園の「あずま屋建築工事」についてただしたところ、運動公園内の東側に木陰と

なる場所がないことから、夏場の猛暑対策及び年間を通して町民の憩いの場となるよう、利用し

やすさにも配慮し公園南側出入口付近に設置したとのことでした。 

 最後に、学校給食共同調理場について報告します。 

 学校給食費保護者負担軽減対策補助金のうち、物価高騰緊急対策分についてただしたところ、

食料品等の高騰に伴い、令和５年度の給食食材代は８,５３０万６,７７７円、１食当たり小学校

２９４円、中学校３４４円となり、前年度と比較して小学校８円、中学校２３円の増額分を緊急

対策分として補助した。 

 なお、保護者負担額については、平成１２年度より小学校２０９円、中学校２４１円のまま据

え置いているとのことでした。 

 以上、審査の概要を申し上げました。 

 最後に、本委員会の審査に当たり、ご協力いただきました関係各課の職員の皆様にお礼を申し

上げます。 

 依然として財政が厳しいことに変わりありませんが、最小の経費で最大の効果が上がるよう、

町民福祉向上のため、職員の皆さんの尚一層のご努力をお願い申し上げ、文教産業常任委員会の

所管についての審査報告といたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  これから委員長報告に対する質疑を許します。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。河野憲次君。 

○議員（１０番 河野 憲次君）  近藤、中村両委員長さんにおかれましては、決算委員会から

委員長報告までお疲れさまでした。 

 それでは、認定第１号「令和５年の国富町一般会計歳入歳出決算について」、賛成の立場で討

論させていただきます。 

 ご承知のとおり、大きな課題の一つでありました新型ウイルス感染症が５類以降に伴い、感染

者に対する世間の風当たりが和らぎ、自分からコロナに感染という通常の日々になり、安堵して

いることは皆様も同様の思いだと思います。 

 また、気候温暖化による異常気象、さらに宮崎県に多大な影響を与えた８月８日発生した日向

灘地震による震度５弱、次に、台風１０号の再接近と、改めて日頃の非常時の連絡体制など重要

性を痛感したのが現実であります。 

 今回、国富町に最も重要性であると私は考える人口対策について、近年報道された町の幸福度、

住み続けたい町で国富町の幸福度は５位となっており、同じ地域的に隣接する都の城に接する三

股町は幸福度３位、住み続けたい町は４位となっております。反面、消滅する自治体との報道に

ついて、ショックを受けております。 

 それでは、令和５年度の一般会計の決算額は、歳入総額１０７億６,０８５万７,１５４円に対

して、歳出総額１０１億８,０１１万６,８８９円で、実質的な黒字額３億８,６７６万

９,２６５円の黒字額のうち、１億９,４００万円を財政調整基金に積み立てることになっている。

健全財政の位置にあることを確認させていただいたところであります。 

 このことをもとに、人口減少対策、１つ、３０年度から取り組んでいる若者定住、定住促進奨

励金交付事業、移住支援事業の成果を数字で見てみますと、令和元年度３１件の人口１０４人の

増、５年度２９件の９５人の増と、移住・定住の成果を確認し、また、第２子からの保育料の無

償化、進学等に対する入学支援金の支給、農業を担う若い力に対する支援、総合健診の充実と、

全ての課題に取り組まれた結果が町の幸福度５位の結果であり、今後、進み続けたい町への取組

についても研究すべきではないかと思います。 

 そのほか、国富ＰＲ係の設置の一つの効果として、ふるさと納税金など約６億５,４３３万

６,０００円の増、やちよ荘の健康器具の交流プラザの活用、高齢者に対するバスカードの推進、

空き家バンクへの登録、各小中学校への補助職員・補助教員の配置など、人口減少対策をはじめ
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とする部門が、隅々まで予算配分されていることを確認したところであります。 

 今後、幸福度・住み続けたい町などの全国での成果を究明され、住民から選ばれる、すばらし

いまちづくりを推進されることを切に要望し、賛成討論とさせていただきます。 

 最後に、この場を借りまして、今回が最後の定例活動になり、１２月２日をもって退任される

１７代・１８代の国富町長、中別府尚文氏に、一言お礼を申し上げたいと思います。 

 冒頭、議長からもありましたが、私なりに振り返ってみますと、町長との最初の出会いは、昭

和５８年、宮崎県農協青年組織協議会の中国農業視察研修費補助金を受けたときであります。

２回目が平成７年度、会社建築時の地鎮祭に出席していただいたときであります。その後は、私

は平成９年度、議会に上がってからは、新しい村づくり課長補佐、後、課長として収入役室、保

健介護課長、企画財政課の課長を歴任され、２１年３月２２日の議会の承認を経て副町長、その

後、河野利美町長の後継者として２期８年にわたり、常に歴代の町長の政策を胸に刻み込まれ、

他の町村に誇れるまちづくりに専念された結果、半導体のロームの進出、（仮称）西警察署の本

町への移転は、後世に語り継がれる、あなたが残した実績の一つとして確信するところでありま

す。 

 町長、今後は残された残任期間８１日を健康に留意し執務され、すばらしい１２月２日の退任

の日を迎えられることを切に願う一人であります。本当にお疲れさまでした。ありがとうござい

ました。 

○議長（渡邉 靜男君）  ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  これにて討論を終了します。 

 これから認定第１号から認定第７号までの７件について、それぞれ採決を行います。 

 お諮りします。認定第１号「令和５年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について」の委員

長報告は、原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとおり、原案を認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第１号「令和５年度国富

町一般会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり認定することに決定しました。 

 お諮りします。認定第２号「令和５年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」の委員長の報告は、原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとお

り原案を認定することに賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第２号「令和５年度国富
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町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり認定することに

決定しました。 

 お諮りします。認定第３号「令和５年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」の委員長報告は、原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとおり、

原案を認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第３号「令和５年度国富

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり認定することに決

定しました。 

 お諮りします。認定第４号「令和５年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」の委員長報告は、原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとおり、原

案を認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第４号「令和５年度国富

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり認定することに決定

しました。 

 お諮りします。認定第５号「令和５年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」の委員長報告は、原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとおり、原案を

認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第５号「令和５年度国富

町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

 お諮りします。認定第６号「令和５年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び令和５年度国富

町水道事業会計決算の認定について」の委員長報告は、原案可決及び認定するものであります。

この剰余金の処分及び決算は委員長報告のとおり、原案可決及び認定することに賛成の方の挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第６号「令和５年度国富

町水道事業会計剰余金の処分及び令和５年度国富町水道事業会計決算の認定について」は、原案

可決及び認定することに決定しました。 

 お諮りします。認定第７号「令和５年度国富町下水道事業会計決算の認定について」の委員長
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報告は原案を認定するものであります。この決算は委員長報告のとおり、原案を認定することに

賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、認定第７号「令和５年度国富

町下水道事業会計決算の認定について」は、原案のとおり認定することに決定しました。 

 ここで暫時休憩といたします。次の再開を１０時３５分といたします。 

午前10時19分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時33分再開 

○議長（渡邉 靜男君）  休憩を閉じ、再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第３５号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第９、議案第３５号「令和６年度国富町一般会計補正予算（第

４号）について」を議題とします。 

 これから質疑を許します。飯干議員。 

○議員（１１番 飯干 富生君）  まず、歳入の１６ページでございますが、寄附金のふるさと

納税寄附金として８,９００万円とございまして、３億９,０００万円ということでとりあえずは

なっておりますが、令和５年度は大幅な伸びとなっておりましたけれども、令和５年度と比べて

今の状況の伸び方、ほぼ同額なのかとか、見込みとしてある程度分かっているのかというのを、

ちょっと気になりますので、そこを教えてください。 

 それから、歳出で２３ページの土木費の住宅費で、備品購入５０万円とありますけれども、具

体的な品物、何を買われるのかをちょっと聞いていなかったので、お願いします。 

 以上です。 

○議長（渡邉 靜男君）  山下企画政策課長。 

○企画政策課長（山下  玲君）  まず、１６ページのふるさと納税寄附金の８,９００万円につ

いてですけれども、現在、この補正予算については、令和４年度と比較して約１.２倍伸びてい

るということで補正をさせていただいております。 

 ただ、令和５年度との比較でみますと、令和５年度につきましては昨年６月に総務省のほうで

制度改正がありまして、その関係で駆け込み需要が発生しております。その関係で、例年１２月

ぐらいに寄附額が伸びるといいますか、一番大きくなるところですけども、その前の制度が変わ

る１０月に向けて、９月辺りに駆け込み需要等もあっておりますので、ちょっと前年との比較の

ほうがなかなかしにくい状況ではあります。 
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 ５年度と比較しますとちょっとそこまでの前年との伸びについてはない状況ですけども、４年

度と比較すると１.２倍の伸びということで、今のところこの補正額とさせていただいておりま

す。 

 また、今後ふるさと納税の性質としましても、年末にかけての状況を踏まえて、今後対応して

いく形を取りたいと担当課としては考えているところです。 

 以上お答えいたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  境田財政課長。 

○財政課長（境田 伸一君）  ２３ページの住宅費の住宅予備品購入費ということで、この内訳

としましては、パソコンとプリンターになります。 

 以上お答えいたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  ほかにございませんか。緒方議員。 

○議員（５番 緒方 良美君）  １９ページの総務管理費の下のほうの扶助費に、犯罪被害者等

支援金とあります。あとのほうで議案の第３８号でも、国富町犯罪被害者等支援条例の制定につ

いてもございますが、ここでお聞きをしたいと思います。近年において、こういった該当者、犯

罪被害者の町内に該当者がいらしたのかどうか。 

 それと、もう一つは条例のほうの話になって大変申し訳ないんですが、この扶助費の中でも一

緒だと思いますのでお願いしますが、犯罪被害者等支援金これの内容について、この３０万円が

関連してくると思いますので、お聞きしますが、その金額等の支援金内容、これを教えていただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡邉 靜男君）  坂本総務課長。 

○総務課長（坂本  透君）  それでは、お答えいたします。 

 まず、最初の質問なんですが、犯罪被害者につきましては平成１６年に制定されました犯罪被

害者基本法第５条に基づきまして、地方公共団体の責務としまして犯罪被害者が発生した場合に

必要となる支援を総合的に推進するというもので、今回条例を制定するものになっております。 

 お尋ねのありました、今まで相談があったかということですけれども、これまで本町にはその

ような相談はございません。 

 それから支援金の関係ですけれども、相談にまず応じまして経済的負担の軽減とか、支援金の

支給を行うものなんですけれども、犯罪被害者が亡くなられた場合の遺族支援金といたしまして

３０万円、それから重症等を受けた場合、重症病支援金としまして１０万円を条例では想定をい

たしております。 

 もし重症病支援金の方が、のちに亡くなった場合、この場合は差額の２０万円、これを給付す
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るというところで上程をさせていただいております。 

 以上お答えいたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  ほかに質疑はありませんか。近藤議員。 

○議員（８番 近藤 智子君）  ２１ページ、説明があったかなと思って、４番の環境衛生費、

地球温暖化対策計画作成委員会謝礼とあるんですけど、この具体的な地球温暖化対策の内容とい

うのは、どういうことをされているのか。ちょっと内容を教えていただきたい。 

○議長（渡邉 靜男君）  菊池町民生活課長。 

○町民生活課長（菊池 潤一君）  地球温暖化計画につきましては、区域施策編、それと実行計

画編と２種類ありまして、実行のほうは国富町役場でもう策定をしております。区域施策編とい

うのを今後策定をしていくんですけれども、国富町全域で計画を策定するというふうに計画をし

ております。 

 この委員謝礼というのは、中に入って来る委員さん方により町内全域に及ぶ内容ということで

ありますので、事業者、住民の意見を反映するという計画にしたいということで委員謝礼という

のを設けさせていただきました。 

 以上お答えいたします。 

○議長（渡邉 靜男君）  近藤議員。 

○議員（８番 近藤 智子君）  委員は何名ぐらいいらっしゃるんですか。具体的な地域のとい

うのは、内容的にはまだ今からということですか。何名ぐらいいらっしゃるんですか。 

○議長（渡邉 靜男君）  町民生活課長。 

○町民生活課長（菊池 潤一君）  団体名で申し上げますと、区長会長、それから宮崎中央森林

組合長、今の計画ですけれども。それから婦人団体連絡協議会会長、商工会長、ＪＡ宮崎国富支

店長、宮崎銀行の国富支店長、総務厚生常任委員会委員長とラピスセミコンダクタ、農業委員会

長と県の森林課長の９名を計画しておりますが……。 

○議員（８番 近藤 智子君）  計画の内容。 

○町民生活課長（菊池 潤一君）  今のメンバーで計画をしておりまして、計画の内容は、今後

いかに排ガス関係をどうやって抑えていくかという計画を策定していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渡邉 靜男君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  これにて質疑を終了します。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３５号「令和６年度国富町一般会計補正予算（第４号）について」の採決を

行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第３５号「令和６年度国

富町一般会計補正予算（第４号）について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第３６号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１０、議案第３６号「令和６年度国富町介護保険特別会計補正

予算（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３６号「令和６年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について」

の採決を行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第３６号「令和６年度国

富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第３７号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１１、議案第３７号「令和６年度国富町下水道事業会計補正予

算（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３７号「令和６年度国富町下水道事業会計補正予算（第１号）について」の
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採決を行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第３７号「令和６年度国

富町下水道事業会計補正予算（第１号）について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第３８号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１２、議案第３８号「国富町犯罪被害者等支援条例の制定につ

いて」を議題とします。 

 これから質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３８号「国富町犯罪被害者等支援条例の制定について」の採決を行います。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第３８号「国富町犯罪被

害者等支援条例の制定について」は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第３９号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１３、議案第３９号「国富町印鑑条例の一部を改正する条例に

ついて」を議題とします。 

 これから質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３９号「国富町印鑑条例の一部を改正する条例について」の採決を行います。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 
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○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第３９号「国富町印鑑条

例の一部を改正する条例について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第４０号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１４、議案第４０号「国富町営住宅及び国富町定住促進住宅の

指定管理者の指定について」を議題とします。 

 これから質疑を許します。飯干議員。 

○議員（１１番 飯干 富生君）  このことにつきましては、私ども町内の事業者に委託するの

かなと思っていたところですけれども、宅建ということで宮崎県全体の宅建ということで取りま

とめですけれども、実際的にここから県営住宅などもしている三交とかありますけれども、そち

らのほうに委託するということなんでしょうか、国富町に対して。そこはないんでしょうか。実

際、ここでされて国富町に詳しいところがするのが妥当じゃないかと思うんですけど。そこ辺の

ところというのは、この中で何かあったのかなあと、これをするまでに流れを。その流れがあれ

ば教えてください。 

○議長（渡邉 靜男君）  境田財政課長。 

○財政課長（境田 伸一君）  今回の募集要領の中で、まず町内、町外の事業所となっていませ

んでした。ただし事業所を国富町内に置くことという要領となっております。 

 今回の、この宮崎県宅地建物取引業協会宮崎市になりますけど、ここの会員の中の東諸県地区

の業者の中が国富町を担当していただくということでなっております。 

 以上、お答えいたします。 

○議員（１１番 飯干 富生君）  了解です。 

○議長（渡邉 靜男君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  これにて質疑を終結します。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４０号「国富町営住宅及び国富町定住促進住宅の指定管理者の指定につい

て」の採決を行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（渡邉 靜男君）  挙手全員と認めます。したがいまして、議案第４０号「国富町営住宅

及び国富町定住促進住宅の指定管理者の指定について」は、原案のとおり可決されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１５．諮問第１号 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１５、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意

見を求めることについて」を議題とします。 

 これから質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  討論なしと認めます。 

 ここで暫時休憩します。 

午前10時51分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時52分再開 

○議長（渡邉 靜男君）  休憩を閉じ、再開いたします。 

 お諮りします。本件はお手元にお配りしました意見のとおり答申したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  異議なしと認めます。したがいまして、諮問第１号「人権擁護委員候

補者の推薦につき議会の意見を求めることについて」は、お手元にお配りしました意見のとおり

答申をすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議員派遣の件について 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１６、議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣については、国富町議会会議規則第１２４条の規定により、別紙のと

おり派遣したいと思います。 

 なお、計画の一部変更などについては、議長に委任を願いたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  異議なしと認めます。したがいまして、議員派遣の件については、別

紙のとおり派遣することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１７．総務厚生常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１７、総務厚生常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し

出については、会議規則第７１条の規定によって、お手元に配付した申出書のとおり、委員長か

ら申出がありましたのでお諮りします。 

 申出のありました、総合開発計画、スマートインターチェンジ周辺施設整備、商工業活性化及

び誘致企業対策、防災対策、感染症対策、交通安全対策、防犯対策、地域公共交通対策、地方創

生と人口減少対策、法華嶽公園の管理・運営、国保事業、保健事業、後期高齢者医療事業、福祉

事業及び廃棄物処理事業関係等、所管事務に関する事項につき、閉会中の継続審査及び調査とす

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  異議なしと認めます。したがいまして、総務厚生常任委員会の委員長

の申出は、閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．文教産業常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１８、文教産業常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し

出については、会議規則第７１条の規定によって、お手元に配付した申出書のとおり、委員長か

ら申し出がありましたので、お諮りします。 

 申出のありました、教育環境施設事業、口蹄疫対策、降灰対策、高病原性鳥インフルエンザ対

策、農畜産物の生産・販路、農家の経営状況、森林・林業・木材産業施策の推進、綾川雑用水管

理事業、公共施設等の耐震補強工事を含む改築工事、公共事業の推進、スマートインターチェン

ジ周辺整備促進及び土木水道事業等、所管事務に関する事項につき、閉会中の継続審査及び調査

とすることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  異議なしと認めます。したがいまして、文教産業常任委員会委員長の

申出は、閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について 

○議長（渡邉 靜男君）  日程第１９、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出に

ついては、会議規則第７１条の規定によりまして、お手元に配付をしました申出書のとおり、委

員長から申出がありましたのでお諮りします。 

 申出のありました、議会の会期日程等議会の運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項並

びに議会活性化（議員報酬議会基本条例デジタル化の推進等）に関する事項について、閉会中の
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継続審査及び調査とすることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡邉 靜男君）  異議なしと認めます。したがいまして、議会運営委員会委員長の申出

は、閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（渡邉 靜男君）  以上をもって、本日の日程は全て終了しました。 

 よって、令和６年国富町議会第３回定例会を閉会します。お疲れさまでございました。 

午前10時57分閉会 

────────────────────────────── 
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